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1.  緒言
幼稚園や保育園で幼児期を過ごしてきた子ども達
が，小学校に入学後，一番の問題となっていること
は，45分間座って授業を受けることであろう．この
ことは，それまでの園生活や日常の生活の中で，45
分間静かに，机に向かって座っているという経験が
ないためといえる．確かに，入学直後は時間を短縮
して，授業がなされている．しかし，小学校低学年
の子ども達が，授業中，落ち着きのないことについ
ては，十数年前から指摘されている．4） また，幼稚園
と保育園での指導内容と，小学校の指導内容に連携
がないことが原因となっていよう．
このような実態がある中，21 世紀は，最新の知
識・技術などが我が国のあらゆるところで，生活の
基盤となることが予想されているため，この生活基
盤を身につけるよう幼稚園教育要領と保育指針，小
学校学習指導要領が 2008 年に改訂された．
小学校学習指導要領ではこれからの社会のことを
「知識基盤社会」という表現をしている．この知識基
盤社会の進行やグローバル化は知識の習得や国際競
争を加速化させ，異文化との共存やさらなる国際協
力が必要となるであろう．このような状況の中では，
「生きる力」を育むことがますます重要になってくる
と考えられる．
「生きる力」とは1999年（平成11年）に公表され
た学習指導要領に表され，
1） 変化の激しい社会のいかなる場面でも他人と
協調しつつ自立的に社会生活を送っていくため
に必要となる実践的な力である．
2） 単に過去の知識を記憶しているということで
はなく，初めて遭遇するような場面でも，自分
で課題を見つけ，自ら考え，自ら問題を解決し
ていく資質や能力である．
3） 理性的な判断力や合理的な精神だけでなく，
美しいものや自然に感動する心といった柔らか
な感性を含んでいる．
4） 1），2），3）を支える基盤としての健康・体力
は不可欠なものである．
と説明がなされていた．8）
そして，「生きる力」を育成するために，以下の 4
点について言及している．それらは，
1 . 学校・家庭・地域社会の連携と家庭や地域社
会における教育の充実
2 . 子供たちの生活体験・自然体験などの機会の
増加
3 . 生きる力の育成を重視した学校教育の展開
4 . 子供と社会全体の［ゆとり］の確保
というものであった．8）
しかし，当時の「生きる力」は「ゆとり教育」の
中で，自ら学び，自ら考える力などの育成を基本と
していたが，様々な問題点が浮かび上がってきた．
たとえば，学習指導要領の改訂により，小中学校の
学習内容は 3 割削減となり，子ども達の学力の低下
問題が取り上げられるようになった．また，完全学
校週 5 日制によりできた休日は，学力低下に対する
不安感から，子ども達を学習塾や進学塾に通わせる
保護者の増加傾向がみられるようになってきたこと
などであった．
これらの問題点の中で，児童・生徒についてみて
みると，
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1） 思考力・判断力・表現力等を問う読解力や記
述式問題，知識・技能を活用する問題に課題
2）読解力で成績分布の分散が拡大しており，そ
の背景には家庭での学習時間などの学習意欲，
学習習慣・生活習慣に課題
3） 自分への自信の欠如や自らの将来への不安，
体力の低下といった課題
がみられる．2）
  そこで，文部科学大臣は 21 世紀を生きる子ども達
の教育を充実させるために，中央教育審議会（以下
「中教審」とする）に教員の資質・能力の向上や教育
条件の整備などと併せて，教育課程の基準の見直し
を検討するよう要請がなされた．中教審で，この見
直しがなされている中，教育基本法の改正（2006年
12 月:平成 18 年），学校教育法の改正（2006 年 3 月:
平成18年）が行われ，知・徳・体のバランスととも
に，基礎的・基本的な知識・技能，思考力・判断力・
表現力等及び学習意欲を重視し，学校教育において
はこれらを調和的に育むことが必要であると法的に
規定された．そして，中教審では法改正を踏まえ，
2008年（平成20年）1月に「幼稚園，小学校，中学
校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の
改善について」答申した．
この答申において，上述したような児童生徒の課
題を考慮し，
① 改正教育基本法等を踏まえた学習指導要領の改
訂
②「生きる力」という理念の共有
③基礎的・基本的な知識・技能の習得
④思考力・判断力・表現力等の育成
⑤ 確かな学力を確立するために必要な授業時数の
確保
⑥学習意欲の向上や学習習慣の確立
⑦ 豊かな心や健やかな体の育成のための指導の充
実
という 7 点を基本的な考え方として，学習指導要領
の改訂の方向性が示された．2） そこで，今回の学習指
導要領の改訂は子ども達のゆとりのない生活，社会
性の不足や倫理観の問題，自立の遅れ，健康・体力
問題などという子ども達に関わる諸問題を解消して
いくことがその趣旨となっているといえよう．その
方法として，「ゆとり」の中で「生きる力」を育んで
いこうとしたのである．塾などに通う子ども達の増
加は子ども達のゆとりを奪うことにもなりうるし，
地域社会との連携も奪ってしまうこととなる．また，
生きる力を根底から支えると考えられる体力の育成
は不可能になってしまうと考えられる．
そこで，本研究では，小学校入学前の子ども達に
生きる力を育むために，どのような体力や運動能力
を身に付けさせることが幼稚園・保育園と小学校の
連携に役立つかを明らかにすることを目的とした．
2.  本研究の目的
本研究は，幼児期の子どもたちの生きる力を育成
するために必要な体力や運動能力を身に付けさせる
ためにはどのような運動指導が有効かを明らかにす
ることを小学校学習指導要領の内容から検討するこ
とを目的とした文献研究である．
3.  本論
3.1. 小学校学習指導要領の改訂
「生きる力」が初めて公表されたのは 1999 年（平
成11年）に改訂された学習指導要領であった．当時
は，「生きる力」を育成するためには，以下の4点が
重要であるとしていた．それらは，
1 . 学校・家庭・地域社会の連携と家庭や地域社
会における教育の充実
2 . 子供たちの生活体験・自然体験などの機会の
増加
3 . 生きる力の育成を重視した学校教育の展開
4 . 子供と社会全体の［ゆとり］の確保
というものであった．8） しかし，ゆとり教育ともいわ
れてるこの改訂の結果，子ども達の学力の低下を引
き起こす結果となってしまったことはOECDなどの
学力調査結果から明らかとなっている．
一方，「生きる力」について考えてみると，中教審
は，「基礎・基本を確実に身に付け，いかに社会が変
化しようと，自ら課題を見つけ，自ら学び，自らか
考え，主体的に判断し，行動し，よりよく問題を解
決する資質や能力，自らを律しつつ，他人とともに
協調し，他人を思いやる心や感動する心などの豊か
な人間性，たくましく生きるための健康や体力など
の『生きる力』」と提言していた．2） しかし，学力調
査や体力・運動能力調査の結果は，大きく向上する
ことはなく，低下してしまったといっても過言とは
ならないであろう．そして，この結果を受けて，2008
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年に学習指導用要領の改訂がなされた．
今回の改訂の基本方針は，
① 教育基本法改正等で明確となった教育の理念を
踏まえ「生きる力」を育成すること
② 知識・技能の習得と思考力・判断力・表現力等
の育成のバランスを重視すること
③ 道徳教育や体育などの充実により，豊かな心や
健やかな体を育成すること
という 3 点であった．
これを受けて，体育科における学習指導要領の改
訂の基本方針について，中教審は，
1） 「体育科，保健体育科については，その課題を
踏まえ，生涯にわたって健康を保持増進し，豊
かなスポーツライフを実現することを重視し，
改善を図る．その際，心と体をより一体として
捉え，健全な成長を促すことが重要であること
から，引き続き保健と体育を関連させて指導す
ることとする．また，学習したことを実生活，
実社会において生かすことを重視し，学校段階
の接続及び発達の段階に応じて指導内容を整理
し，明確に示すことで体系化を図る．」としてい
る．
2）体育については，「体を動かすことが，身体能
力を身に付けるとともに，情緒面や知的な発達
を促し，集団的活動や身体表現など通じて，コ
ミュニケーション能力を育成することや，筋道
を立てて練習や作戦を考え，改善の方法などを
互いに話し合う活動などを通じて論理的思考力
を育むことにも資することを踏まえ，それぞれ
の運動が有する特性や魅力に応じて，基礎的な
身体能力や知識を身に付け，生涯にわたって運
動を親しむことができるように，発達の段階の
まとまりを考慮し，指導内容を整理し，体系化
を図る．」としている．また，武道については，
「その学習を通じて我が国固有の伝統と文化に，
より一層触れることができるよう指導の在り方
を改善する．」としている．
3）保健については，「生涯を通じて自らの健康を
適切に管理し，改善していく資質や能力を育成
するため，一層の改善を図る．その際，小・中・
高等学校を通じて系統性のある指導ができるよ
うに，子どもたちの発達の段階を踏まえて，保
健の内容の体系化を図る．また，生活習慣の乱
れやストレスなどが健康に影響することを学ぶ
ことが重要であり，健康の概念や課題などの内
容を明確にするとともに，心身の発育・発達と
健康，生活習慣病などの疾病の予防，保健医療
制度の活用，健康と環境，障害の防止としての
安全などの内容の改善を図る．特に，小学校低
学年においては，運動を通して健康の認識がも
てるよう指導の在り方を改善する．」としてい
る．
このような改訂の方針で改訂が進められたが，特
に小学校では，基礎的な身体能力を身に付け，実生
活において運動を豊かに実践していくための資質や
能力の基礎を培うとともに，身近な生活における健
康・安全に関する内容を実践的に理解できるように
することを重視して，以下のように改善の具体的事
項をあげている．
1）運動領域については，幼児教育との円滑な接
続を図ること，体力の低下傾向が深刻な問題と
なっていることや積極的に運動する子どもとそ
うでない子どもの二極化への指摘があること，
各学年の系統性を図ることなどを踏まえ，低学
年を「体つくり運動」，「器械・器具を使っての
運動遊び」，「水遊び」，「ゲーム」及び「表現リ
ズム遊び」で構成し，中学年を「体つくり運動」，
「器械運動」，「走・跳の運動」，「浮く・泳ぐ運
動」，「ゲーム」，「表現運動」で構成する．高学
年については現行どおりとする．
2）生涯にわたって運動に親しむ資質や能力の基
礎を培う観点から，それぞれの運動が有する特
性や魅力に応じて指導することができるように
するとともに，低学年，中学年及び高学年にお
いて，児童に身に付けさせたい具体的な内容を
明確に示すこととする．その際，指導内容の確
実な定着を図ることができるよう，運動の取上
げ方を一層弾力化し，低学年，中学年及び高学
年に示されている「体つくり運動」以外のすべ
ての指導内容について，2 学年のいずれかの学
年で取り上げ指導することもできるようにする．
3） 「体つくり運動」については，一層の充実が必
要であることから，すべての学年において発達
の段階に応じた指導内容を取り上げ指導するも
のとし，学習したことを家庭などで生かすこと
ができるよう指導の在り方を改善する．また，
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「体つくり運動」以外の領域においても，学習し
た結果としてより一層の体力の向上を図ること
ができるよう指導の在り方を改善する．
4）保健領域については，身近な生活における健
康・安全に関する基礎的な内容を重視するとい
う観点から，指導内容を改善する．その際，け
がの予防としての生活の安全に関する内容につ
いて取り上げ，体の発育・発達については，発
達の段階を踏まえて指導の在り方を改善する．
また，健全な生活を送る資質や能力の基礎を培
う観点から，中学校の内容につながる系統性の
ある指導ができるよう健康に関する内容を明確
にし，指導の在り方を改善する．
 　低学年は，運動領域との関係を踏まえ，健康
と運動のかかわりなど，運動領域の運動を通し
て健康の認識がもてるよう指導の在り方を改善
する．
という具体的事項を示している．2）
小学校体育科の目標は
「心と体を一体としてとらえ，適切な運動の経験と
健康・安全についての理解を通して，生涯にわたっ
て運動に親しむ資質や能力の基礎を育てるとともに
健康の保持増進と体力の向上を図り，楽しく明るい
生活を営む態度を育てる」
としている．2） この目標は，「運動に親しむ資質や能
力の育成」，「健康の保持増進」，「体力の向上」とい
う3本柱から構成されており，「楽しく明るい生活を
営む態度を育てる」ための重要な要素ということが
できる．
今回の改訂では，前回の改訂で減少した年間授業
時数が低・中学年については，増加された．
3.2. 中央教育審議会の動向
中教審は体育・保健について，「健やかな体を育む
教育の在り方に関する専門部会」を立ち上げ，2005
年 7 月 27 日（平成 17 年）に「すべてのこどもたち
が身に付けているべきミニマムとは?」という審議
過程のまとめを公表した．その中で，体育・保健の
2 分野において「初等中等教育修了の段階で，すべ
ての子どもたちが身に付けているべきミニマムは何
か」について，検討結果が公表されている．
それによると，初等中等教育における体育という
分野において，すべての子どもたちが身に付けるべ
きものとして，（1）身体能力，（2）態度，（3）知識，
思考・判断に分類して述べている．
まず，（1）身体能力については
①身体能力の要素
1）短時間に集中的に力を発揮する身体能力
・全力で加速した後，数十メートルは最高スピー
ドを維持して走ることができること
・全身を使って，その場で高く，あるいは遠くへ
跳ぶことができること
2）持続的に力を発揮する身体能力
・一定のペースで数分間以上走り続けることがで
きること
・自分の体重と同じ程度のものを，一定時間以上
支えたり，運んだりすることができること
3）柔軟性を発揮する身体能力
 ・膝を伸ばしたまま上体を一定の深さまで曲げる
こと
4）巧みに体を動かす身体能力
・水の中で，浮いたり，潜ったり，進んだり，息
継ぎをすることができ，2 つ以上の泳ぎ方で一
定の距離を泳ぐことができること
 ・身体を，柔らかく動かしたり，力強く動かした
り，リズムを取って動かすことができること
 ・マットや鉄棒で，体を支えたり，回ったりする
ことができること
・大きさの異なるボールを，手や体や足を使って，
捕る，投げる，打つ，蹴るなど様々に操作する
ことができること
 ・運動やスポーツの用具をうまく操作することが
できること
・危険やケガを回避できるよう手を使うなど安全
に転がったり，飛び降りたりすることができる
こと
② 生涯にわたって運動やスポーツに親しむための身
体能力
すべての子どもたちが多くのスポーツに共通し
た要素を持つ運動種目等や広く普及している運動
種目などを通して，生涯にわたって運動やスポー
ツに親しむための基礎となる技能を習得すること
次に，（2）態度については
1） 「運動やスポーツ自体」の価値に対する態度
・運動やスポーツを「する」ことや「見る」「支え
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る」ことへの関心があること
2） 「チャレンジすること」の価値に対する態度
・次の課題にチャレンジしようとする意志がある
こと
3） 「運動やスポーツを継続すること」の価値に対
する態度
・生涯にわたって運動やスポーツに取り組もうと
する意志があること
4） 「フェアプレー」に関する態度
・結果にかかわらず相手を認めるなど，共に運動
やスポーツを行う仲間を尊重し合おうとする意
志があること
5） 「協力・責任」に関する態度
・お互いの合意に基づいて仲間と助け合う，自分
の責任を果たすなど，仲間と協力しようとする
意志があること
最後に，（3）知識，思考・判断については
①運動やスポーツに関する知識
1）運動やスポーツの意義，歴史等に関する知識
・人間はなぜ運動するのかといったことなどに関
する知識（発育発達，意義，体力の考え方など）
 ・運動やスポーツについての考え方や発展の歴史
に関する知識
・運動が「身体と心に与える影響」に関する知識
・オリンピックムーブメントに関する知識
・ルールや用具の使い方に関する知識
2）運動やスポーツの動き，学び方などに関する
知識
・運動やスポーツの特性，学び方に関する知識
・動き方，動きの構造，こつなどに関する知識
②運動やスポーツに関する思考・判断
1）運動やスポーツの様々な場面で，自分や他人
あるいは物体の動きを見て，分析的に考え，判
断することができること
2）運動やスポーツの様々な場面で，健康・安全
に関し，科学的に考え判断することができるこ
と
3）運動やスポーツのルールを変えたり，練習の
場を作ったりするなど，創意・工夫ができるこ
と
③運動やスポーツにおける健康・安全に関する知識
1）健康に生活するために必要な体力に関する知
識
2）けがや障害（骨折，捻挫，脱臼，創傷）に関
する知識
・けがや障害の予防
 ・けがや障害の対処法
3）健康・安全に運動することに関する知識
としている．1）
上述してきた内容は，体育が，生涯にわたって運
動やスポーツに親しむために，必要な技能や技術，
また，健康や安全に生きていくために必要な知識な
どを身に付けることをねらいとした教科であること
から指摘されたことと考えられる．
3.3. 幼児期の子ども達の生きる力
子ども達の体力の低下や運動不足などによる問題
が様々な形で現れ，多方面から解決策の検討がなさ
れてきた．その中で，文部科学省は2008年3月28日
（平成 20 年）に幼稚園教育要領，学習指導要領の改
訂を行い，幼稚園教育要領は翌年から実施，学習指
導要領は移行措置とし，一部を先行実施することと
した．これに伴い，2005年2月（平成17年）に，文
部科学大臣から21世紀を生きる子ども達の教育の充
実を図るため，教員の資質・能力向上や教育条件の
整備などと併せて，国の教育課程基準全体の見直し
について検討することを第 3 期中教審に要請がなさ
れた．この試問を受け，中教審は第 3 期，第 4 期と
2 期をかけて，検討し，答申した．
また，2008 年 3 月に，幼稚園教育要領と保育所保
育指針が改定され，実施されてきている．幼稚園教
育要領に記載されていて，体育に最も近いといえる
領域「健康」についてみてみると，「いろいろな遊び
の中で十分に体を動かす．」，「進んで戸外で遊ぶ．」，
「様々な活動に親しみ，楽しんで取り組む．」と記載
されているが，運動や遊びの具体的な記述はなされ
ていない．このことは保育所保育指針についても同
様である．
ここで考慮しなくてはならないことは，どのよう
な遊びや運動をさせるかということである．という
のは，幼児期は神経系の発達が最も著しい時期にあ
るからである．従って，神経系を刺激するような様々
な運動・遊び・活動を十分に行わせる必要がある．
神経系の発達については，スキャモンの発育曲線等
からも明らかといえる．器用さやリズム感を担って
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いるのは神経系で，その神経系には脳の発達が大き
く関与している．脳は出生直後から急激に発達し，4
〜5 歳までには成人の 80%程度にも達するといわれ
ている．従って，乳幼児期に経験する運動や遊びが
子どもの動きや巧緻性に大きく関与してくるといえ
る．
指導要領によると，子ども達の生きる力を育むた
めには，「子どもたちの生活体験・自然体験などの機
会の増加」が必要であるとしている．この生活体験
に運動遊びを経験すること，すなわち，運動経験も
含まれると考えられる．
生後，子ども達は親の手厚い保護を受け，成長し
ていくものである．その中で，まず，寝返りを覚え，
腹這いとなり，這うことをし，歩行・走行をするよ
うになる．その過程の中で，転ぶことを経験し，危
機回避能力を身につけていくものである．この過程
が欠落すると，転倒した際の大怪我に繋がっていく
ことになる．また，このような成長の中で，積み木
遊びなど玩具を用いた遊びを経験することになる．
その後，戸外で，ボール投げなどの外遊びを行うよ
うになっていくものである．
しかし，近年になり，外遊びをする子ども達が減
少している．その理由としては，遊び場の減少・遊
ぶ時間の減少・犯罪に巻き込まれるなど様々である．
また，公園に子ども達の姿を見つけたとしても，カー
ドゲームやポータブルゲームなどで遊んでいる子ど
も達もみられる．昔の子ども達が行っていたような
鬼ごっこや独楽遊びなど身体や手を使った遊びはあ
まりみられなくなってきている．また，日常生活に
おいても，交通網の整備や車による送迎など，身体
を用いなくても生活できる環境へと変化してきてい
る．さらに，家庭ではテレビゲーム，ビデオ，コン
ピュータなどの電子機器の普及により，子ども達の
生活は座位活動がその中心となってきたことや，保
護者の影響で夜型の生活が促進されているという指
摘もみられる．4）
子ども達は本来活動的なものである．従って，十
分な身体活動を行っていれば，身体的な疲労のため
に，夜型の生活はできないものである．身体活動の
減少が夜型生活へと変化をさせているともいえる．
この生活の夜型化に伴い，午前中の活動量は少なく
なってきている．
幼児期に最も大切なことは，基本的な生活習慣を
身につけることである．生活時間帯は子どもの生活
リズムを第一に考え，生活していくことが大切であ
る．そのためには，保護者が子どもの発達段階を考
慮し，睡眠時間の確保や夜型から朝型へ，生活リズ
ムを切り替えていくことが必要である．このような
変化は子ども達の生きる力を形成していくための基
盤となる．この基盤の基に，運動遊びや身体全体を
使った遊びを行っていくことが必要である．その運
動遊びは走・跳・投等を含んだものや指を使う遊び
などが考えられる．そのようなことをすることで，
体力を身につけ，神経系の発達を助長し，運動能力
を身につけることができる．これこそが，幼児期の
子どもにとっての生きる力を身につけることに繋が
るとともに，小学校入学後の「生きる力」の基盤と
なると考えられる．
3.4. 幼稚園・保育園と小学校の連携
幼稚園・保育園と小学校の連携を図るためには，
教師同士の交流や子ども達の交流，カリキュラムの
一貫性を持たせること等が考えられる．今回の指導
要領や幼稚園教育要領と保育所保育指針の改定の中
で，連携に関わる記述がいくつか見られる．それは，
小学校学習指導要領では，総則・国語・生活・音楽・
図画工作・道徳・特別活動においては連携について
記述されている部分がみられる．しかし，体育科に
は連携についての記述がみられない．
体育における幼稚園・保育園と小学校の連携は，
子ども達の発育・発達の連続性から，体力や運動能
力を身につけること，および，健康の保持・増進と
いう部分にあると考えられる．小学校学習指導要領
体育科によれば，1・2 年生の内容は「A体つくり運
動，B器械・器具を使っての運動遊び，C走・跳の
運動遊び，D水遊び，Eゲーム，F表現」となってい
る．
体つくりの運動から表現までの内容は，幼児教育
から小学校教育へと進んだ内容ということができる．
これらの領域の中で，特に，「B　器械・器具を使っ
ての運動遊び　エ跳び箱遊び」に着目こすることに
する．というのは，指導要領の例示と幼稚園や保育
園で実際に行われている体育指導の内容に大きな矛
盾が認められるためである．
小学校指導要領体育編第 1 学年及び第 2 学年の目
標及び内容には
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跳び箱を使って跳び乗りや跳び下りをして遊んだ
り，馬跳びやタイヤ跳びをして遊んだりする．
［例示］
○踏み越し跳び
・片足で踏み切って跳び箱に乗ったり，ジャンプし
て跳び下りたりすること．
○ 支持でまたぎ乗り・またぎ下り，支持で跳び乗り・
跳び下り
・数歩の助走から両足で踏み切り，跳び箱に両手を
着いてまたぎ乗ったり，またいだ姿勢で腕を支点
に体重を移動させてまたぎ下りたりすること．
・数歩の助走から両足で踏み切り，跳び箱に両手を
着いて両足で跳び乗ったり，ジャンプして跳び下
りたりすること．
○馬跳び，タイヤ跳び
・両手で支持してまたぎ超すこと．
                          
と明記されている．6） これは，1・2 年生では跳び箱
に慣れることがその中心的内容になっている．しか
し，幼稚園や保育園に通う年長の子ども達には「開
脚跳び」や「台上前転」等が指導されている．その
「開脚跳び」，「台上前転」は小学校学習指導要領体育
編では，3・4 年生の跳び箱運動の例示に
［基本的な切り返し系の技の例示］
○ 開脚跳び（発展技：大きな開脚跳び，かかえ込み
跳び）
・助走から両足で踏み切り，脚を左右に開いて着手
し，跳び越えること．
［基本的な回転系の技の例示］
○台上前転（発展技：大きな台上前転）
・助走から両足で踏み切り，腰の位置を高く保って
着手し，前方に回転しながら体を開いて着地する
こと．
と明記されている．6）
幼稚園や保育園の跳び箱と小学校の跳び箱では，
その大きさ（高さ・長さなど）が異なっている．し
かし，跳び箱の大きさが異なっているといっても，
指導内容は 3・4 年生の内容である．にもかかわら
ず，1 年生で，安全に開脚跳びで跳び越す子ども達
も多く見られる．この点を考えてみると，体育科の
跳び箱運動おいては連携がとれているということは
できないであろう．
幼稚園・保育園の指導内容から跳び箱遊びを取り
去ることはできないであろう．その理由としては，
指導計画の問題や経営上の問題など様々なことが考
えられる．そのため，3・4年生の学習内容を1・2年
生に移行する方が実態に即しているといえる．体育
科における幼稚園・保育園と小学校の連携は幼稚園・
保育園での指導内容を精査し，小学校1・2年生の例
示を見直すことから，始まると考えられる．
4.  結語
小学校学習指導要領ではこれからの社会を「知識
基盤社会」という表現をしている．この知識基盤社
会の進行やグローバル化は知識の習得や国際競争を
加速化させ，異文化との共存やさらなる国際協力が
必要となってくる．このような状況の中，子ども達
に「生きる力」を育むことはますます重要になって
くる．しかし，子ども達を取り巻く生活環境や生活
様式は複雑化し，多様化してきている．1999年に公
表された小学校学習指導要領に明記された「生きる
力」は「ゆとり教育」の中で，自ら学び，自ら考え
る力などの育成を基本としていたが，各種の問題点
が浮かび上がってきている．たとえば，学習指導要
領の改訂により，小中学校の学習内容は 3 割削減，
子ども達の学力の低下問題が取り上げられるように
なり，今回の改定では指導内容が見直され，指導内
容が元に戻されるなどしている．また，子ども達の
体力問題は現在でも取り上げられており，解決には
至っていない．
  1999 年に公表された指導要領改訂によって指導さ
れてきた本学学生の中には，これまでに，一度も前
転を経験したことのない学生までもみられるように
なってきた．あるいは筋力の低下から，腹筋運動が
一度もできない学生や縄跳びも跳べない学生もみら
れる．このような学生達にはできないからという理
由で，運動を避けてきたという共通点がみられる．
しかし，幼児を指導する保育者になるのであれば，
最低限の運動はこなせることが必要条件になると考
えられる．その条件を満たすためには，幼児期にど
れだけ身体を使った運動をしてきたかということと，
短期大学在学中運動を身近なものと思えるよう指導
することが課題となる．
全身を使った遊びや運動から座位活動が増加して
きた子ども達の生活による様々な問題点を解決する
ためには，幼児期の生活習慣の見直しが必要である．
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幼児期に最も大切なことは，基本的な生活習慣を身
につけることである．生活時間帯は子どもの生活リ
ズムを第一に考え，育てていくことが大切である．
そのためには，保護者が子どもの発達段階を考慮し，
睡眠時間の確保や夜型から朝型へ，生活リズムを切
り替えていくことが必要である．このような変化は
子ども達の生きる力を形成していくための基盤とな
る．この基盤の基に，運動遊びや身体全体を使った
遊びを行っていくことが必要である．その運動遊び
は走・跳・投等を含んだ全身を使ったものや指を使
う遊びなどが考えられる．そのようなことをするこ
とで，体力を身につけ，神経系の発達を助長し，運
動能力を身につけることができる．そうすることで，
幼児期の生きる力が身についていくと考えられる．
さらに，幼稚園・保育園と小学校の体育科との連携
のとれた指導内容・指導計画を作成すること必要と
なろう．
5.  参考・引用文献
1 ) 中央教育審議会，「すべての子どもたちが身に付
けているべきミニマムは何か　体育の目的の具体
的内容」，pp.5-10. 2005.
2）中央教育審議会，「幼稚園，小学校，中学校，高
等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善
について」，Pp.151. 2008.
3）堀井昭，「子どもの『体力低下』をどう見るか」，
体育科教育，48-14: 22-25. 2000.
4）井上真理子，「最近気になっていること」，体育
科教育，48-14: 10-13. 2000.
5）文部科学省，文部科学省，幼稚園教育要領解説，
フレーベル館，Pp.206. 2008.
6）文部科学省，小学校学習指導要領解説　体育編，
東洋館出版社，Pp.125. 2008.
7）文部科学省，小学校学習指導要領解説　総則編，
東洋館出版社，Pp.125. 2008.  
8）文部科学省，小学校学習指導要領解説　総則編，
東洋館出版社，Pp.144. 1999.
